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ウ
ン
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
と
未
来
派
評
価 
 
―
―
第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら
一
九
六
〇
年
代
ま
で
―
― 
太
田 
岳
人 
  
は
じ
め
に 
 
あ
る
芸
術
家
に
対
す
る
価
値
判
断
は
、
彼
／
彼
女
が
生
き
て
い
る
う
ち
に
そ
の
作
品
や
テ
キ
ス
ト
が
受
け
る
評
価
に
よ
っ
て
完
結
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
没
後
に
も
引
き
続
き
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
く
考
察
に
よ
っ
て
、
常
に
か
つ
永
遠
に
変
動
す
る
。
と
り
わ
け
、
そ
の
人
生
と
活
動
が
不
十
分
に
、
い
わ
ば
「
未
完
成
」
の
ま
ま
に
終
わ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
な
、
様
々
な
原
因
に
よ
っ
て
夭
折
し
た
芸
術
家
に
対
す
る
価
値
判
断
に
お
い
て
は
、
芸
術
家
没
後
に
お
け
る
言
説
の
影
響
は
よ
り
強
い
。
こ
の
点
で
は
、
一
九
〇
九
年
に
開
始
さ
れ
た
未
来
派
運
動
に
お
け
る
、
造
形
芸
術
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
（
一
八
八
二
―
一
九
一
六
）
へ
の
評
価
も
例
外
で
は
な
い
。 
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
一
九
一
六
年
八
月
一
七
日
、
軍
営
地
で
の
落
馬
事
故
が
原
因
で
死
去
し
た
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
は
、
そ
の
後
も
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
ト
ン
マ
ー
ゾ
・
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
（
一
八
七
六
―
一
九
四
四
）
を
中
心
に
継
続
し
続
け
た
未
来
派
の
内
部
に
お
い
て
、
一
種
芸
術
運
動
の
理
念
の
伝
説
的
な
体
現
者
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
（
１
）
。
一
九
二
二
年
に
「
ロ
ー
マ
進
軍
」
で
政
権
を
奪
取
し
た
フ
ァ
シ
ズ
ム
勢
力
へ
接
近
し
た
事
実
か
ら
、
未
来
派
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
、
し
ば
し
ば
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
芸
術
」
そ
の
も
の
と
見
な
さ
れ
、
そ
れ
を
美
術
史
上
の
研
究
対
象
に
す
る
こ
と
自
体
が
敬
遠
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
大
戦
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
記
憶
が
な
お
新
し
い
時
期
か
ら
、
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
に
関
す
る
文
献
は
着
実
な
蓄
積
を
示
し
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
に
、
一
〇
頁
前
後
の
さ
さ
や
か
な
も
の
な
が
ら
、
す
で
に
マ
ル
コ
・
ヴ
ァ
ル
セ
ッ
キ
（
一
九
一
三
―
一
九
八
〇
）
に
よ
る
作
品
解
説
が
出
版
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
三
年
後
の
一
九
五
三
年
に
は
、
二
〇
世
紀
イ
タ
リ
ア
の
代
表
的
美
術
史
家
の
一
人
で
あ
る
ジ
ュ
リ
オ
・
カ
ル
ロ
・
ア
ル
ガ
ン
（
一
九
〇
九
―
一
九
九
二
）
が
マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
・
カ
ル
ヴ
ェ
ー
ジ
（
一
九
二
七
―
）
の
協
力
を
得
て
、
七
〇
頁
ほ
ど
の
戦
後
初
の
本
格
的
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
発
表
し
た
（
２
）
。
一
九
六
〇
年
代
に
も
、
さ
ら
に
分
量
の
充
実
し
た
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
研
究
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
出
版
さ
れ
（
３
）
、
一
九
七
〇
年
代
初
頭
の
ゼ
ー
ノ
・
ビ
ロ
ッ
リ
（
一
九
三
九
―
二
〇
一
四
）
に
よ
る
全
二
巻
の
『
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
資
料
集
』
は
、
主
だ
っ
た
資
料
（
特
に
書
簡
類
）
の
ア
ク
セ
ス
を
専
門
家
以
外
に
も
容
易
に
し
た
（
４
）
。
こ
う
し
た
過
程
は
、
カ
ル
ヴ
ェ
ー
ジ
が
エ
ス
テ
ル
・
コ
ー
エ
ン
と
一
九
八
三
年
に
公
刊
し
た
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
で
あ
る
『
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
全
作
品
』
に
結
実
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
（
５
）
。 
二
一
世
紀
に
入
り
、
イ
タ
リ
ア
が
Ｅ
Ｕ
の
加
盟
国
と
し
て
共
通
通
貨
ユ
ー
ロ
を
導
入
す
る
際
、
自
国
の
二
〇
チ
ェ
ン
テ
ィ
ー
ジ
ミ
硬
貨
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
、
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
の
 - 34 - 
 
代
表
的
な
彫
刻
作
品
《
空
間
内
の
連
続
性
の
唯
一
の
形
態
》
（
一
九
一
三
）
が
採
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
か
ら
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
彼
に
対
す
る
評
価
が
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
一
方
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
に
対
す
る
こ
う
し
た
突
出
し
た
注
目
は
、
こ
の
芸
術
家
の
生
前
を
も
っ
ぱ
ら
と
す
る
「
初
期
」
な
い
し
は
「
英
雄
時
代
（
６
）
」
の
後
に
も
続
い
た
、
三
〇
年
以
上
に
わ
た
る
運
動
総
体
を
考
察
対
象
と
し
よ
う
と
し
た
人
々
に
と
っ
て
、
し
ば
し
ば
障
害
と
な
る
も
の
と
な
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
未
来
派
運
動
を
「
第
二
未
来
派
」
と
定
義
し
つ
つ
、
運
動
期
間
総
体
の
再
評
価
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
エ
ン
リ
コ
・
ク
リ
ス
ポ
ル
テ
ィ
（
一
九
三
三
―
）
の
仕
事
は
、
す
で
に
一
九
六
〇
年
前
後
か
ら
現
れ
て
い
る
が
（
７
）
、
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
研
究
を
推
し
進
め
て
き
た
カ
ル
ヴ
ェ
ー
ジ
自
身
、
同
時
に
一
九
二
〇
年
以
降
の
未
来
派
へ
の
参
加
者
の
研
究
を
進
め
て
い
た
立
場
と
し
て
、
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
を
中
心
と
す
る
初
期
未
来
派
の
み
を
特
別
に
英
雄
視
す
る
こ
と
に
対
し
て
、し
ば
し
ば
不
満
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
た
（
８
）
。
本
稿
は
、
未
来
派
に
関
す
る
研
究
史
の
展
開
（
９
）
の
う
ち
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
存
在
し
て
い
た
、
一
種
の
初
期
未
来
派
へ
の
言
及
の
集
中
、
い
わ
ば
「
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
中
心
主
義
（Boccionicentrismo
）
」
と
も
呼
び
う
る
も
の
の
存
在
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
そ
う
し
た
一
時
代
の
研
究
傾
向
と
、
そ
れ
が
有
し
て
い
た
意
味
に
つ
い
て
再
考
す
る
も
の
で
あ
る
。 
  
一 
初
期
未
来
派
の
仲
間
た
ち
の
回
想 
 
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
一
九
四
四
年
一
二
月
、
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
は
コ
モ
湖
畔
の
小
都
市
ベ
ッ
ラ
ー
ジ
ョ
で
死
去
す
る
が
、
こ
れ
に
前
後
す
る
時
期
に
お
い
て
、
画
家
カ
ル
ロ
・
カ
ッ
ラ
（
一
八
八
一
―
一
九
六
六
）
と
ジ
ー
ノ
・
セ
ヴ
ェ
リ
ー
ニ
（
一
八
八
三
―
一
九
六
六
）
は
相
次
い
で
自
伝
を
発
表
し
て
い
る
。
二
人
は
一
九
一
〇
年
代
の
前
半
、
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
の
勧
誘
を
受
け
て
未
来
派
運
動
に
参
画
し
た
若
手
芸
術
家
で
あ
り
、
「
未
来
派
画
家
宣
言
」
お
よ
び
「
未
来
派
絵
画
技
術
宣
言
」
（
と
も
に
一
九
一
〇
）
の
協
同
署
名
者
と
し
て
、
運
動
の
初
期
に
お
け
る
立
役
者
で
あ
っ
た
。 
セ
ヴ
ェ
リ
ー
ニ
の
自
伝
『
あ
る
芸
術
家
の
全
生
涯
（
１
０
）
』
は
、「
全
生
涯
（Tutta la vita
）
」
を
う
た
い
つ
つ
も
、
実
際
に
論
述
さ
れ
て
い
る
の
は
、
公
刊
時
点
で
の
著
者
の
「
全
生
涯
」
の
半
分
強
に
あ
た
る
一
九
一
七
年
ま
で
の
時
期
と
な
っ
て
い
る
。
彼
の
回
想
に
登
場
す
る
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
は
何
よ
り
も
、
ロ
ー
マ
の
ジ
ャ
コ
モ
・
バ
ッ
ラ
（
一
八
七
一
―
一
九
五
八
）
の
画
塾
で
一
九
〇
二
年
に
出
会
っ
た
友
人
で
あ
り
、
第
一
章
の
「
コ
ル
ト
ー
ナ
―
パ
リ
」
で
は
「
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
と
の
出
会
い
」
と
い
う
一
節
が
設
け
ら
れ
、
二
〇
才
前
後
の
時
期
を
と
も
に
過
ご
し
た
み
ず
み
ず
し
い
思
い
出
に
多
く
の
頁
が
割
か
れ
て
い
る
（
１
１
）
。
一
方
で
、
一
九
〇
六
年
よ
り
パ
リ
を
拠
点
と
し
た
セ
ヴ
ェ
リ
ー
ニ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
キ
ュ
ビ
ス
ム
の
動
向
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
発
足
当
初
は
分
割
主
義
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
イ
タ
リ
ア
在
住
の
未
来
派
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
そ
の
重
要
性
を
伝
え
た
こ
と
を
自
負
し
て
お
り
、
未
来
派
に
対
す
る
自
己
の
独
立
性
・
本
質
的
無
関
心
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
の
勧
誘
を
受
け
て
、
「
未
来
派
画
家
」
と
し
て
各
種
宣
言
の
署
名
者
と
な
っ
て
い
く
も
の
の
、
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
の
影
響
を
受
け
て
熱
狂
的
な
運
動
の
参
加
者
と
な
っ
た
友
人
と
の
間
で
は
、
し
ば
し
ば
懸
隔
が
生
ま
れ
た
と
す
る
。
未
来
派
の
イ
タ
リ
ア
内
外
の
近
代
芸
術
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
だ
け
で
な
く
、
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
の
芸
術
観
に
対
す
る
評
価
も
辛
い
。
「
〈
芸
術
の
観
点
〉
や
〈
芸
術
に
と
っ
て
の
利
害
の
観
点
〉
か
ら
で
は
な
く
、
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生
産
の
効
果
と
い
う
観
点
か
ら
す
で
に
物
事
を
見
始
め
て
い
た
。
つ
ま
り
〈
量
〉
が
〈
質
〉
よ
り
も
彼
に
は
重
要
だ
っ
た
」
そ
の
活
動
は
、
す
べ
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
結
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
見
方
は
、
大
戦
直
後
に
お
け
る
言
及
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
相
手
を
辛
辣
に
突
き
放
そ
う
と
す
る
ト
ー
ン
が
色
濃
い
（
１
２
）
。 
カ
ッ
ラ
と
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
と
の
出
会
い
は
、
セ
ヴ
ェ
リ
ー
ニ
に
比
べ
て
遅
い
一
九
〇
七
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
前
者
の
自
伝
『
わ
が
生
涯
（
１
３
）
』
の
記
述
は
、
未
来
派
の
時
代
が
自
身
の
芸
術
形
成
過
程
に
お
い
て
一
つ
の
画
期
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
、
よ
り
率
直
に
認
め
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
彼
は
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
「
広
告
宣
伝
的
（reclamistica
）
」
手
法
と
能
力
で
際
立
っ
た
人
物
で
あ
り
、
彼
の
手
腕
に
よ
っ
て
初
め
て
、
近
代
芸
術
が
イ
タ
リ
ア
の
全
国
的
な
課
題
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
た
上
で
（
１
４
）
、
運
動
の
価
値
を
現
在
で
も
確
信
し
て
い
る
こ
と
を
明
言
す
る
。
一
九
一
〇
年
か
ら
一
九
一
五
年
ま
で
の
カ
ッ
ラ
の「
わ
が
未
来
派
経
験
」の
語
り
（
１
５
）
に
お
い
て
、
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
は
、
イ
タ
リ
ア
各
地
で
の
「
未
来
派
の
夕
べ
」
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
展
覧
会
の
組
織
へ
の
参
加
の
中
で
、
運
動
を
と
も
に
し
た
同
士
で
あ
っ
た
。
一
九
一
六
年
に
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
が
死
去
し
た
際
の
記
憶
と
し
て
は
、
自
費
制
作
し
た
追
悼
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
存
在
（
１
６
）
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
二
人
の
間
の
友
情
や
共
同
の
問
題
意
識
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
が
生
前
に
出
版
し
た
「
彼
の
未
来
派
擁
護
の
書
」
―
―
お
そ
ら
く
『
未
来
派
の
絵
画
と
彫
刻
』
（
一
九
一
四
（
１
７
）
）
―
―
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
カ
ッ
ラ
は
、
彼
の
著
作
に
掲
載
さ
れ
た
諸
理
念
が
「
当
然
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
全
体
の
、
つ
ま
り
集
合
的
遺
産
」
で
あ
り
つ
つ
も
、
「
そ
れ
ら
を
表
現
す
る
や
り
方
は
ま
っ
た
く
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
の
も
の
」
と
す
る
こ
と
で
、
友
人
の
個
性
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
（
１
８
）
。 
さ
ら
に
、
こ
の
両
者
の
伝
記
と
比
較
し
て
ご
く
短
い
文
章
で
は
あ
る
も
の
の
、
イ
タ
リ
ア
の
現
代
美
術
に
お
け
る
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
の
位
置
づ
け
を
強
く
試
み
て
い
る
と
い
う
点
で
、
マ
リ
オ
・
シ
ロ
ー
ニ
（
一
八
八
五
―
一
九
六
一
）
の
「
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
賛
（
１
９
）
」
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
「
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
絵
画
の
近
世
（L'evo moderno
）
は
一
九
一
〇
年
、
当
時
の
田
舎
じ
み
た
ア
カ
デ
ミ
ア
の
リ
バ
テ
ィ
様
式
と
い
う
ガ
ラ
ス
窓
に
対
す
る
、
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
の
投
石
に
よ
っ
て
始
ま
る
」
と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
る
こ
の
一
文
は
、
芸
術
批
評
誌
『
ス
パ
ツ
ィ
オ
』
の
創
刊
号
（
一
九
五
〇
）
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ゼ
ル
ヴ
ォ
ス
（
一
八
八
九
―
一
九
七
〇
）
ら
の
未
来
派
論
と
合
わ
せ
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
シ
ロ
ー
ニ
は
未
来
派
の
優
位
性
を
鼓
吹
し
た
か
つ
て
の
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
の
熱
烈
さ
を
想
起
さ
せ
る
筆
致
で
、
近
代
イ
タ
リ
ア
美
術
・
未
来
派
・
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
の
三
位
一
体
的
な
つ
な
が
り
を
主
張
し
て
い
る
。
最
初
の
出
会
い
は
セ
ヴ
ェ
リ
ー
ニ
と
同
じ
頃
で
あ
っ
た
も
の
の
、
未
来
派
へ
の
参
加
は
遅
れ
、
そ
の
時
期
も
一
九
一
三
年
か
ら
一
五
年
に
か
け
て
と
い
う
ご
く
短
い
期
間
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ロ
ー
ニ
は
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
の
活
動
を
イ
タ
リ
ア
の
「
近
代
芸
術
」
の
パ
イ
オ
ニ
ア
の
そ
れ
と
し
て
振
り
返
っ
て
い
る
。 
セ
ヴ
ェ
リ
ー
ニ
や
カ
ッ
ラ
、
あ
る
い
は
シ
ロ
ー
ニ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
述
の
公
表
時
点
で
い
ず
れ
も
還
暦
に
相
当
す
る
年
齢
を
迎
え
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
未
来
派
と
は
別
の
、
イ
タ
リ
ア
の
「
近
代
絵
画
」
の
潮
流
の
「
巨
匠
」
と
し
て
の
認
知
を
得
て
い
た
。
彼
ら
が
、
未
来
派
を
自
身
の
過
去
の
一
部
と
位
置
づ
け
た
著
述
を
相
次
い
で
発
表
し
た
こ
と
は
、
未
来
派
と
い
う
一
つ
の
芸
術
運
動
が
同
時
代
的
な
も
の
と
し
て
の
生
を
完
全
に
終
え
た
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
歴
史
的
対
象
に
し
よ
う
と
す
る
感
覚
を
読
者
に
促
す
契
機
を
有
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。 
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二 
国
際
横
断
的
な
注
目 
 
初
期
未
来
派
に
加
わ
っ
て
い
た
芸
術
家
た
ち
が
回
想
を
続
々
と
出
し
て
い
た
時
期
に
、
イ
タ
リ
ア
国
外
で
こ
の
芸
術
運
動
を
再
発
見
す
る
動
向
も
起
こ
っ
た
。
一
九
四
九
年
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ソ
ビ
ー
（
一
九
〇
六
―
一
九
七
九
）
と
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
バ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
（
一
九
〇
二
―
一
九
八
一
）
の
監
修
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
二
〇
世
紀
イ
タ
リ
ア
美
術
」
展
（
２
０
）
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
今
ま
で
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
無
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
、
「
近
代
イ
タ
リ
ア
美
術
に
つ
い
て
の
全
般
的
導
入
」
と
な
る
と
い
う
意
図
を
カ
タ
ロ
グ
の
序
文
（
２
１
）
に
掲
げ
た
こ
の
展
覧
会
は
、
二
〇
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
美
術
の
二
大
成
果
と
し
て
、「
初
期
未
来
派（Early Futurism
）」
と
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
デ
＝
キ
リ
コ
（
一
八
八
八
―
一
九
七
八
）
ら
の
「
形
而
上
絵
画
派
」
を
提
示
し
た
上
で
、
「
一
九
二
〇
年
以
降
の
絵
画
と
彫
刻
」
は
各
論
的
に
紹
介
す
る
と
い
う
形
式
を
取
っ
て
い
た
。
ま
た
運
営
に
お
い
て
は
、
イ
タ
リ
ア
側
の
「
名
誉
委
員
会
」
と
し
て
、
主
要
な
美
術
関
係
者
の
協
力
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
強
調
さ
れ
た
（
２
２
）
。 
「
初
期
未
来
派
」
の
セ
ク
シ
ョ
ン
解
説
を
一
手
に
担
っ
た
の
は
バ
ー
で
あ
る
（
２
３
）
。
そ
の
付
記
に
お
い
て
彼
は
、
イ
タ
リ
ア
側
か
ら
の
元
史
料
の
提
供
に
加
え
、
カ
ッ
ラ
や
セ
ヴ
ェ
リ
ー
ニ
の
伝
記
や
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
の
論
集
（
２
４
）
を
参
照
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
一
九
一
六
年
ま
で
の
未
来
派
の
展
開
を
描
い
た
こ
の
解
説
で
は
、
と
り
わ
け
後
者
の
著
作
群
の
影
響
が
見
て
取
れ
る
（
２
５
）
。
造
形
芸
術
以
外
の
ジ
ャ
ン
ル
へ
の
未
来
派
の
浸
透
に
つ
い
て
の
言
及
が
薄
い
点
は
、
現
在
の
研
究
の
進
展
か
ら
す
れ
ば
物
足
り
な
い
も
の
の
、
一
九
一
〇
年
の
「
未
来
派
画
家
宣
言
」
へ
の
署
名
者
た
ち
を
中
心
と
す
る
芸
術
家
た
ち
の
個
々
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
と
の
競
合
関
係
に
あ
る
運
動
全
体
の
方
向
と
合
わ
せ
て
手
際
よ
く
整
理
さ
れ
て
お
り
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
を
除
け
ば
未
来
派
が
こ
の
時
期
に
最
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
芸
術
運
動
で
あ
る
と
結
論
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
は
、
一
九
六
一
年
に
「
未
来
派
」
展
お
よ
び
「
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
の
素
描
作
品
」
展
を
開
催
し
て
い
る
が
、
一
九
〇
九
年
か
ら
一
九
一
六
年
ま
で
と
い
う
時
代
設
定
、
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
の
最
重
要
視
と
い
っ
た
点
で
、
こ
の
時
も
基
本
的
に
一
九
四
九
年
の
バ
ー
に
よ
る
解
説
の
枠
を
踏
襲
し
て
い
る
（
２
６
）
。 
一
方
、
「
フ
ァ
シ
ス
ト
的
孤
立
主
義
の
足
枷
を
地
に
打
ち
捨
て
た
こ
と
に
よ
り
、
今
や
イ
タ
リ
ア
の
芸
術
へ
の
環
境
は
良
好
で
あ
る
（
２
７
）
」
こ
と
を
標
榜
し
た
展
覧
会
に
お
い
て
は
、
当
然
「
未
来
派
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
い
う
問
題
に
も
回
答
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
バ
ー
は
、
シ
ョ
ー
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
や
戦
争
へ
の
渇
望
と
い
っ
た
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
共
通
す
る
要
素
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
「
無
政
府
主
義
的
で
あ
り
、
フ
ァ
シ
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
」
と
定
義
し
、
よ
り
マ
イ
ナ
ー
な
「
未
来
派
の
第
二
世
代
」
が
い
た
に
せ
よ
、「
全
体
主
義
国
家
」の
中
で
は
政
治
的
価
値
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
（
２
８
）
。
そ
の
上
で
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
に
お
け
る
未
来
派
の
隆
盛
と
抑
圧
に
触
れ
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
同
等
の
国
家
と
し
て
合
わ
せ
て
論
難
し
て
い
る
（
こ
の
辺
り
に
は
冷
戦
の
影
を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
）
。
た
だ
し
そ
の
反
面
、
未
来
派
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
隣
接
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
知
的
基
盤
―
―
た
と
え
ば
「
未
来
派
創
立
宣
言
」
に
出
て
く
る
「
戦
争
―
―
世
界
の
唯
一
の
健
康
法
」
の
よ
う
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
的
キ
ー
ワ
ー
ド
―
―
に
対
す
る
考
察
、
「
第
二
世
代
」
の
芸
術
的
独
自
性
や
「
政
治
と
芸
術
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
一
旦
脇
に
置
か
れ
る
形
と
な
っ
た
。 
ロ
ー
マ
・
ク
ア
ド
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
事
務
局
を
中
心
に
行
わ
れ
た
、
イ
タ
リ
ア
で
最
初
に
出
さ
れ
た
大
規
模
な
未
来
派
資
料
集
で
あ
る
『
未
来
派
ア
ー
カ
イ
ヴ
（
２
９
）
』
の
編
集
も
、
こ
う
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し
た
外
国
で
の
初
期
未
来
派
評
価
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
と
言
え
る
。
一
九
五
八
年
に
日
の
目
を
見
た
第
一
巻
の
序
文
で
、
こ
の
資
料
集
の
出
版
意
図
に
つ
い
て
説
明
し
た
の
は
、
す
で
に
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
発
表
し
て
い
る
ア
ル
ガ
ン
で
あ
っ
た
。
同
時
代
の
美
術
動
向
に
も
早
く
か
ら
関
心
を
示
し
て
い
た
彼
が
美
術
評
論
の
世
界
に
登
場
す
る
の
は
、大
学
在
学
中
の
一
九
三
〇
年
に
二
本
の
建
築
批
評
を
発
表
し
た
こ
と
に
よ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
、
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
と
同
じ
く
第
一
次
世
界
大
戦
で
陣
没
す
る
こ
と
に
な
っ
た
未
来
派
の
建
築
家
ア
ン
ト
ニ
オ
・
サ
ン
テ
リ
ア
（
一
八
八
八
―
一
九
一
六
）
を
論
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
３
０
）
。 
『
未
来
派
ア
ー
カ
イ
ヴ
』
の
序
文
に
お
い
て
、
ア
ル
ガ
ン
は
未
来
派
の
早
急
な
「
政
治
的
評
価
」
を
こ
こ
で
は
下
さ
な
い
と
断
り
つ
つ
、
そ
れ
が
「
国
際
的
評
価
」
を
受
け
て
い
る
ゆ
え
に
、
美
的
価
値
を
論
ず
べ
き
運
動
で
あ
る
と
す
る
。
バ
ー
の
名
前
こ
そ
出
さ
れ
な
い
も
の
の
、
ピ
エ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
カ
ス
テ
ル
（
一
九
〇
〇
―
一
九
七
〇
）
ら
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
史
家
た
ち
が
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
の
資
料
集
成
を
進
め
て
い
る
こ
と
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
資
料
集
成
が
未
来
派
に
対
し
て
も
必
要
で
あ
る
の
は
「
こ
の
国
に
と
っ
て
は
無
論
、
も
っ
と
も
最
近
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
同
僚
た
ち
の
研
究
主
題
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
た
、万
人
に
と
っ
て
重
要
な
最
初
の
イ
タ
リ
ア
の
近
代
運
動
」だ
か
ら
で
あ
る
（
３
１
）
。
た
だ
し
、
こ
の
「
資
料
集
成
」
に
収
録
さ
れ
た
作
品
図
版
と
そ
の
デ
ー
タ
、
ま
た
各
種
宣
言
は
、
運
動
の
発
足
し
た
一
九
〇
九
年
か
ら
「
未
来
派
政
党
宣
言
」
の
発
さ
れ
る
一
九
一
八
年
ま
で
の
も
の
に
限
ら
れ
て
お
り
、
参
考
年
表
の
記
述
も
一
九
二
一
年
ま
で
で
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
一
九
一
〇
年
代
を
中
心
と
し
た
資
料
収
集
方
針
そ
の
も
の
に
、
ア
メ
リ
カ
の
未
来
派
研
究
と
も
共
通
す
る
、
一
定
の
「
政
治
的
評
価
」
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。 
三 
政
治
的
左
派
に
属
す
る
批
評
家
に
よ
る
研
究 
 
 第
二
次
世
界
大
戦
後
の
未
来
派
研
究
史
に
お
い
て
、
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
を
中
心
と
す
る
初
期
未
来
派
へ
の
集
中
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
別
の
原
因
と
し
て
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
に
対
す
る
闘
争
の
大
き
な
一
翼
を
担
い
戦
後
の
文
化
界
に
も
影
響
力
を
持
っ
た
、
イ
タ
リ
ア
共
産
党
を
中
心
と
す
る
政
治
的
左
派
に
属
し
た
美
術
批
評
家
の
存
在
も
注
目
に
値
す
る
。
と
り
わ
け
ラ
ッ
フ
ァ
エ
ー
レ
・
デ
＝
グ
ラ
ー
ダ
（
一
九
一
六
―
二
〇
一
〇
）
と
マ
リ
オ
・
デ
＝
ミ
ケ
ー
リ
（
一
九
一
四
―
二
〇
〇
四
）
は
、
い
ず
れ
も
初
期
の
未
来
派
を
、
特
に
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
を
中
心
と
し
て
、
重
要
な
議
論
の
対
象
と
し
て
い
た
。
両
者
は
と
も
に
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
成
立
後
に
自
己
形
成
期
の
一
〇
代
を
迎
え
、
一
九
三
八
年
か
ら
は
ミ
ラ
ノ
で
文
化
批
評
雑
誌
『
コ
ッ
レ
ン
テ
』
を
発
信
し
、
体
制
の
刷
新
を
「
フ
ァ
シ
ス
ト
左
派
」
の
立
場
か
ら
要
求
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
最
終
的
に
政
権
内
部
か
ら
の
刷
新
の
不
可
能
性
を
確
信
し
た
彼
ら
は
、
秘
密
裏
に
共
産
党
に
入
党
し
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
地
下
活
動
や
軍
事
作
戦
へ
と
参
加
す
る
（
３
２
）
。
大
戦
直
後
の
彼
ら
は
、
同
志
で
も
あ
っ
た
画
家
レ
ナ
ー
ト
・
グ
ッ
ト
ゥ
ー
ゾ
（
一
九
一
一
―
一
九
八
七
）
に
代
表
さ
れ
る
「
新
芸
術
戦
線
（Nuovo Fronte delle Arti
）
」
の
運
動
を
支
持
し
、
ポ
ス
ト
・
キ
ュ
ビ
ス
ム
や
表
現
主
義
を
基
調
と
し
た
社
会
的
リ
ア
リ
ズ
ム
を
支
持
す
る
論
陣
を
張
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
、
未
来
派
を
即
時
的
に
は
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
は
見
な
さ
な
い
、
一
連
の
論
考
を
残
す
こ
と
に
な
る
。 
彼
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
少
な
く
と
も
初
期
未
来
派
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
傾
斜
す
る
原
因
と
も
な
る
様
々
な
「
矛
盾
」
を
内
部
に
抱
え
な
が
ら
、
社
会
と
芸
術
の
両
面
に
わ
た
る
改
革
の
推
進
力
を
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
評
伝
、
資
料
集
、
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作
品
解
説
・
図
版
の
三
部
で
構
成
さ
れ
た
デ
＝
グ
ラ
ー
ダ
の
『
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
：
近
代
の
神
話
（
３
３
）
』
は
、
（
注
３
）
で
挙
げ
た
著
作
と
と
も
に
、
一
九
六
〇
年
代
の
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
研
究
の
水
準
の
向
上
に
貢
献
し
つ
つ
、
読
者
の
好
評
を
得
た
こ
と
で
も
記
憶
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
（
３
４
）
、
こ
の
著
作
に
は
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
が
様
々
な
近
代
芸
術
作
品
か
ら
受
け
た
影
響
や
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
な
ど
へ
の
対
抗
か
ら
生
み
出
し
た
画
期
性
に
つ
い
て
の
分
析
（
一
部
は
そ
の
後
の
研
究
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
）
の
み
な
ら
ず
、
芸
術
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
背
景
へ
の
独
特
な
考
察
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
の
「
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
」
要
素
と
し
て
読
み
込
ま
れ
る
の
は
、
「
無
政
府
主
義
」
で
は
な
く
画
家
の
無
意
識
的
な
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
的
要
素
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
夭
折
し
た
画
家
は
「
政
治
に
お
け
る
革
命
家
で
も
保
守
主
義
者
で
も
な
い
」
も
の
の
、
「
そ
の
個
性
は
、
間
接
的
に
は
弁
証
法
的
な
特
質
の
炎
に
よ
っ
て
輝
い
て
い
た
」
の
で
あ
り
、
「
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
の
全
作
品
に
は
、
世
界
を
解
釈
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
必
要
な
の
は
そ
れ
を
変
え
る
こ
と
だ
と
い
う
、
マ
ル
ク
ス
の
概
念
が
浸
透
し
て
い
る
（
３
５
）
」
と
い
っ
た
表
現
に
は
、
「
近
代
美
術
」
の
フ
ォ
ル
ム
上
の
革
新
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
と
さ
れ
る
、
芸
術
家
の
社
会
認
識
や
倫
理
性
に
つ
い
て
も
熱
狂
的
な
肯
定
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。 
半
世
紀
以
上
前
に
初
版
が
公
表
さ
れ
、
現
在
も
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
版
が
流
通
し
て
い
る
デ
＝
ミ
ケ
ー
リ
の
『
二
〇
世
紀
の
芸
術
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
』
で
は
、
二
〇
世
紀
前
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
前
衛
芸
術
運
動
が
網
羅
さ
れ
る
中
で
、
イ
タ
リ
ア
の
初
期
未
来
派
の
動
向
に
つ
い
て
も
「
未
来
派
の
矛
盾
」
と
題
し
た
一
章
が
費
や
さ
れ
て
い
る
（
３
６
）
。
デ
＝
ミ
ケ
ー
リ
は
当
時
の
「
未
来
派
に
関
す
る
二
つ
の
見
解
」
と
し
て
、
「
純
粋
な
芸
術
運
動
」
と
し
て
の
み
評
価
す
る
も
の
と
、
逆
に
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
単
純
な
前
触
れ
」
と
し
て
の
み
評
価
す
る
も
の
が
あ
る
と
し
た
上
で
、
そ
の
両
方
の
見
解
が
偏
頗
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
彼
は
「
未
来
派
は
そ
の
起
源
に
お
い
て
、
様
々
に
異
な
っ
た
理
念
や
感
覚
の
渦
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
中
で
少
な
く
と
も
幾
人
か
の
人
物
に
お
い
て
は
、
革
新
へ
の
意
志
は
純
粋
に
造
形
的
な
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、純
粋
に
反
動
的
な
も
の
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
、
こ
の
芸
術
運
動
の
持
つ
「
革
新
」
と
「
反
動
」
と
の
矛
盾
、
お
よ
び
歴
史
的
な
一
時
期
に
お
い
て
果
た
し
た
意
義
に
つ
い
て
擁
護
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
。 
こ
う
し
た
政
治
的
左
派
に
属
す
る
美
術
批
評
家
に
よ
る
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
お
よ
び
初
期
未
来
派
評
価
の
浮
上
は
、
思
想
史
家
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
ド
ル
シ
（
一
九
四
七
―
）
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
「
脱
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
化
」
が
影
響
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
（
３
７
）
。
一
九
五
九
年
七
月
に
ロ
ー
マ
の
「
グ
ラ
ム
シ
研
究
所
」
で
行
わ
れ
た
討
論
会
で
、
デ
＝
ミ
ケ
ー
リ
は
基
調
報
告
者
と
し
て
、
歴
史
的
な
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
運
動
の
総
体
を
、
政
治
的
に
信
用
な
ら
な
い
「
デ
カ
ダ
ン
ス
的
」
な
も
の
と
し
て
排
斥
す
る
こ
と
を
戒
め
た
議
論
を
展
開
し
た
。
彼
は
、
近
代
芸
術
の
多
く
に
共
通
す
る
要
素
と
し
て
、
資
本
主
義
的
状
況
の
拒
絶
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
に
対
す
る
論
戦
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
の
接
触
の
模
索
を
挙
げ
、
単
に
「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
機
能
は
リ
ア
リ
ズ
ム
を
そ
の
内
実
も
形
式
も
破
壊
す
る
こ
と
だ
け
に
あ
る
と
い
う
の
は
正
し
い
だ
ろ
う
か
？
」
と
問
い
直
し
た
（
３
８
）
。 
し
か
し
彼
ら
の
解
釈
は
、
初
期
未
来
派
に
対
す
る
研
究
の
集
中
、
「
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
中
心
主
義
」を
延
長
し
続
け
て
い
る
点
に
対
す
る
不
満
を
解
消
す
る
も
の
で
は
な
い
。ま
た
、
未
来
派
を
「
革
命
的
」
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
／
「
フ
ァ
シ
ス
ト
的
」
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
へ
と
単
純
に
二
分
す
る
だ
け
の
操
作
に
な
り
か
ね
な
い
こ
と
は
、
カ
ル
ヴ
ェ
ー
ジ
な
ど
の
反
発
の
対
象
に
な
っ
た
。
彼
は
「
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
未
来
派
の
画
家
た
ち
、
と
く
に
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
の
そ
れ
と
を
区
別
し
、
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
、
し
た
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が
っ
て
芸
術
上
の
免
罪
符
を
あ
た
え
な
が
ら
、
皮
肉
に
も
未
来
派
の
主
唱
者
で
助
言
者
で
あ
る
、
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
に
非
難
を
集
中
す
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
曖
昧
な
こ
こ
ろ
み
」
を
否
定
し
、
「
戦
争
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
傾
斜
す
る
イ
タ
リ
ア
未
来
派
」
に
対
し
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
（
一
八
九
三
―
一
九
三
〇
）
に
代
表
さ
れ
る
「
平
和
と
社
会
主
義
へ
と
向
か
う
ロ
シ
ア
未
来
派
」
を
真
正
面
に
対
置
す
る
議
論
は
意
味
を
な
し
え
な
い
と
し
て
い
る
（
３
９
）
。 
デ
＝
ミ
ケ
ー
リ
や
デ
＝
グ
ラ
ー
ダ
の
批
評
は
、
作
品
の
形
態
分
析
に
止
ま
ら
な
い
角
度
か
ら
の
未
来
派
の
「
矛
盾
」
に
つ
い
て
問
題
提
起
を
な
そ
う
と
し
て
お
り
、
芸
術
家
や
そ
の
運
動
に
対
し
て
半
ば
ア
プ
リ
オ
リ
に
肯
定
的
な
も
の
と
し
て
見
出
さ
れ
が
ち
な
「
無
政
府
主
義
」
と
は
別
の
回
路
を
模
索
し
つ
つ
、
芸
術
と
結
び
つ
い
た
社
会
的
価
値
を
剔
抉
し
よ
う
と
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
に
よ
る
価
値
判
断
は
同
時
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
の
展
覧
会
や
、
そ
れ
と
呼
応
し
よ
う
と
す
る
よ
り
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
イ
タ
リ
ア
の
美
術
史
と
も
共
通
す
る
、
「
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
中
心
主
義
」
的
な
観
点
を
色
濃
く
持
た
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
た
。 
  
お
わ
り
に 
 
現
在
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
第
二
未
来
派
」
の
メ
ン
バ
ー
に
限
ら
ず
、
一
九
二
〇
年
代
や
一
九
三
〇
年
代
に
活
躍
し
た
イ
タ
リ
ア
の
芸
術
家
た
ち
に
つ
い
て
の
実
証
研
究
が
各
所
で
進
み
、
少
な
く
と
も
専
門
家
の
間
で
は
、
改
め
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
芸
術
に
注
目
す
る
こ
と
を
訴
え
る
必
要
性
も
な
く
な
り
か
け
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
同
時
に
、
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
を
中
心
と
す
る
未
来
派
の
「
英
雄
時
代
」
に
集
中
し
て
い
た
過
去
の
未
来
派
研
究
の
あ
り
方
は
、
単
に
未
来
派
／
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
「
タ
ブ
ー
視
」
な
い
し
は
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
偏
見
」
が
広
が
っ
て
い
た
時
代
の
産
物
に
も
見
え
が
ち
で
あ
る
。 
し
か
し
筆
者
は
、
改
め
て
古
典
的
な
未
来
派
の
研
究
を
遡
る
過
程
で
、
初
期
の
未
来
派
に
対
す
る
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
人
々
の
情
熱
が
、
そ
う
し
た
否
定
的
な
要
素
に
の
み
突
き
動
か
さ
れ
て
い
る
も
の
と
見
な
す
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。む
し
ろ
、
初
期
未
来
派
の
芸
術
家
た
ち
の
表
し
た
回
想
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
様
々
な
立
場
に
立
つ
研
究
者
は
、
枠
組
み
的
に
も
史
料
的
に
も
限
界
を
持
ち
な
が
ら
も
、
第
二
次
大
戦
期
ま
で
継
続
し
た
未
来
派
運
動
の
中
で
の
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
像
を
初
め
て
超
え
て
い
く
も
の
と
し
て
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
（
た
ち
）
を
「
再
発
見
」
し
た
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
以
後
（
４
０
）
」
の
状
況
の
展
開
へ
の
探
求
も
、
こ
の
段
階
を
経
て
こ
そ
、
現
在
の
よ
う
に
定
着
し
た
も
の
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。 
   
注 
（
1
）
筆
者
は
未
来
派
運
動
内
部
に
お
け
る
芸
術
家
神
話
の
形
成
と
い
う
観
点
か
ら
、
二
〇
一
四
年
の
美
術
史
学
会
全
国
大
会
（
於
：
早
稲
田
大
学
）
で
、
「
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
の
記
憶
―
―
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
未
来
派
運
動
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
し
た
報
告
を
す
で
に
行
っ
て
お
り
、本
稿
は
そ
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。 
（
2
）M
arco
 V
alsecch
i, U
m
b
erto
 B
o
ccio
n
i, V
en
ezia: C
av
allin
o
, 1
9
5
0
; G
iu
lio
 C
arlo
 
A
rg
an
 e M
au
rizio
 C
alv
esi, U
m
b
erto
 B
o
ccio
n
i, R
o
m
a: D
e L
u
ca, 1
9
5
3
. 
 - 40 - 
 
（
3
）G
u
id
o
 B
allo
, B
o
ccio
n
i: la
 vita
 e l'o
p
era
, M
ilan
o
: Il S
ag
g
iato
re, 1
9
6
4
（2
n
d
. ed
., 
1
9
8
2
）; G
ian
fran
co
 B
ru
n
o
 (a cu
ra d
i), L
’o
p
era
 co
m
p
leta
 d
i B
occio
n
i, M
ilan
o
: 
R
izzo
li, 1
9
6
9
. 
（
4
）Z
en
o
 B
iro
lli (a cu
ra d
i), U
m
b
erto
 B
o
ccio
n
i: g
li scritti ed
iti e in
ed
iti, M
ilan
o
: 
F
eltrin
elli, 1
9
7
1
; Z
en
o
 B
iro
lli (a cu
ra d
i), U
m
b
erto
 B
o
ccio
n
i: a
ltri in
ed
iti e 
a
p
p
a
ra
ti critici, M
ilan
o
: F
eltrin
elli, 1
9
7
2
. 
近
年
、
両
者
を
合
本
し
た
S
critti 
su
ll'a
rte d
i U
m
b
erto
 B
o
ccio
n
i, M
ilan
o
: M
im
esis, 2
0
1
1
が
公
刊
さ
れ
た
。 
（
5
）M
au
rizio
 C
alv
esi e E
ster C
o
h
en
, B
o
ccio
n
i: o
p
era
 co
m
p
leta
, M
ilan
o
: E
lecta, 
1
9
8
3
. 
（
6
）
未
来
派
の
「
初
期
」
な
い
し
は
「
英
雄
時
代
」
が
一
九
〇
九
年
か
ら
い
つ
ま
で
を
指
す
か
に
つ
い
て
は
、
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
の
戦
没
に
加
え
て
初
期
メ
ン
バ
ー
の
運
動
離
脱
が
本
格
化
す
る
一
九
一
六
年
ま
で
、
ま
た
は
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
わ
る
一
九
一
八
年
ま
で
と
、
書
き
手
に
よ
っ
て
若
干
の
差
異
が
あ
る
も
の
の
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
を
指
す
こ
と
は
な
い
。 
（
7
）E
n
rico
 C
risp
o
lti, “Il p
ro
b
lem
a d
el S
eco
n
d
o
 F
u
tu
rism
o
 n
ella cu
ltu
ra italian
a fra 
le d
u
e g
u
erre” (1
9
5
8
), in
 S
to
ria
 e critica
 d
el fu
tu
rism
o
, R
o
m
a-B
ari: L
aterza, 
1
9
8
6
, ch
ap
.9
, p
p
.2
2
5
-2
4
6
; E
n
rico
 C
risp
o
lti, Il seco
n
d
o
 fu
tu
rism
o
: T
o
rin
o
 1
9
2
3
-
1
9
3
8
, T
o
rin
o
: F
ratelli P
o
zzo
, 1
9
6
1
. 
（
8
）
マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
・
カ
ル
ヴ
ェ
ー
ジ
ィ
マ
マ
『
未
来
派
の
宣
言 
現
代
の
絵
画1
5
』
（
平
凡
社
、
針
生
一
郎
・
岩
倉
翔
子
訳
、
一
九
七
五
年
）
、
一
六
頁
。
彼
に
よ
る
「
第
二
未
来
派
」
世
代
の
何
人
か
の
芸
術
家
に
つ
い
て
の
論
考
は
、M
au
rizio
 C
alv
esi, 
L
e d
u
e a
va
n
g
u
a
rd
ie: d
a
l fu
tu
rism
o
 a
lla
 p
o
p
 a
rt, R
o
m
a-B
ari: L
aterza, 1
9
8
1
 (1
st., 
1
9
6
6
)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 
（
9
）
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
未
来
派
研
究
史
は
、
そ
れ
自
体
が
大
き
な
論
題
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
定
の
全
体
像
を
知
る
上
で
は
、S
ay
ak
a Y
o
k
o
ta
（
横
田
さ
や
か
）, “Il ‘S
eco
n
d
o
’ fu
tu
rism
o
: il p
ro
b
lem
a d
ella p
erio
d
izzazio
n
e ed
 i su
o
i 
p
erio
d
izzazio
n
e ed
 i su
o
i stu
d
i”
（
土
肥
秀
行
・
橋
本
勝
雄
・
住
岳
夫
編
『
和
田
忠
彦
先
生
還
暦
記
念
論
集
』
、
双
文
社
印
刷
、
二
〇
一
二
年
）, ch
ap
.4
, p
p
.5
7
-7
8
; 
G
ü
n
th
er 
B
erg
au
s, 
“T
h
e 
p
o
stw
ar 
recep
tio
n
 
o
f 
fu
tu
rism
: 
rep
ressio
n
 
o
r 
recu
p
eratio
n
?”, G
eert B
u
elen
s, H
arald
 H
en
d
rix
 an
d
 M
o
n
ica Jan
sen
 (ed
s.), T
h
e 
h
isto
ry o
f fu
tu
rism
: th
e p
recu
rso
rs, p
ro
ta
g
o
n
ists, a
n
d
 leg
a
cies, P
rim
o
u
th
 (U
K
): 
L
ex
in
g
to
n
 B
o
o
k
s, 2
0
1
2
, ch
ap
.2
0
, p
p
.3
7
7
-4
0
3
を
参
照
。 
（
10
）G
in
o
 S
ev
erin
i, T
u
tta
 la
 vita
 d
i u
n
 p
itto
re, M
ilan
o
: G
arzan
ti, 1
9
4
6
. 
セ
ヴ
ェ
リ
ー
ニ
の
没
後
、
こ
の
伝
記
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
自
身
の
一
九
二
四
年
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
扱
っ
た
G
in
o
 S
ev
erin
i (a cu
ra d
i P
iero
 P
acin
i), T
em
p
o
 d
e 
l'effo
rt m
o
d
ern
e: la
 vita
 d
i u
n
 p
itto
re, F
iren
ze: V
allecch
i, 1
9
6
8
が
出
さ
れ
た
。
『
芸
術
家
の
生
涯
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
一
九
八
三
年
に
出
版
さ
れ
た
版
（G
in
o
 
S
ev
erin
i, L
a
 vita
 d
i u
n
 p
itto
re, M
ilan
o
: F
eltrin
elli, 1
9
8
3
）
は
、
上
記
の
二
冊
を
一
巻
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
二
〇
〇
八
年
に
は
こ
の
合
本
版
をA
b
sco
n
d
ita
出
版
が
再
刊
し
て
い
る
。 
（
11
）Ib
id
., p
p
.1
3
-2
3
. 
（
12
）Ib
id
., p
p
.9
3
-9
4
. 
（
13
）C
arlo
 C
arrà, L
a
 m
ia
 vita
, M
ilan
o
: A
b
sco
n
d
ita, 2
0
0
2
 (1
st. ed
., M
ilan
o
: R
izzo
li, 
1
9
4
3
). 
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（
14
）Ib
id
., p
.8
3
. 
（
15
）Ib
id
., p
p
.8
1
-1
1
2
. 
（
16
）C
arlo
 C
arrà, B
o
ccio
n
i, M
ilan
o
: a sp
ese d
ell’au
to
re, 1
9
1
6
. 
（
17
）U
m
b
erto
 B
o
ccio
n
i, P
ittu
ra
 scu
ltu
ra
 fu
tu
riste: d
in
a
m
ism
o
 p
la
stico
, M
ilan
o
: 
E
d
izio
n
i fu
tu
riste d
i P
o
esia, 1
9
1
4
. 
（
18
）C
arrà, L
a
 m
ia
 vita
, p
.1
3
8
. 
（
19
）M
ario
 S
iro
n
i, “O
m
ag
g
io
 a B
o
ccio
n
i”, S
p
a
zio
, lu
g
. 1
9
5
0
, p
p
.1
2
-1
6
, in
 E
len
a 
P
o
n
tig
g
ia (a cu
ra d
i), M
a
rio
 S
iro
n
i: scritti e p
en
sieri, M
ilan
o
: A
b
sco
n
d
ita, 2
0
0
0
, 
p
p
. 1
4
7
-1
5
0
. 
（
20
）Jam
es T
h
rall S
o
b
y
 an
d
 A
lfred
 H
. B
arr, Jr, T
w
en
tieth
-cen
tu
ry Ita
lia
n
 a
rt, N
ew
 
Y
o
rk
: M
u
seu
m
 o
f M
o
d
ern
 A
rt, 1
9
4
9
. 
（
21
）Ib
id
., p
.5
. 
（
22
）
こ
の
「
名
誉
委
員
会
」
に
は
、
パ
ル
マ
・
ブ
カ
レ
ッ
リ
（
一
九
一
〇
―
一
九
九
八
）
ら
美
術
館
関
係
者
、
ア
ル
ガ
ン
、
リ
オ
ネ
ッ
ロ
・
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー
リ
（
一
八
八
五
―
一
九
六
一
）
、
ロ
ベ
ル
ト
・
ロ
ン
ギ
（
一
八
九
〇
―
一
九
七
〇
）
ら
美
術
史
家
、
リ
ッ
カ
ル
ド
・
ユ
ッ
ケ
ル
（
一
九
〇
九
―
一
九
八
七
）
、
ジ
ャ
ン
ニ
・
マ
ッ
テ
ィ
オ
ー
リ
（
一
九
〇
三
―
一
九
七
七
）
ら
コ
レ
ク
タ
ー
、
そ
し
て
未
来
派
の
女
性
画
家
・
小
説
家
に
し
て
故
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
夫
人
で
あ
る
ベ
ネ
デ
ッ
タ
・
カ
ッ
パ
（
一
八
九
七
―
一
九
七
七
）
と
い
っ
た
、
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
の
名
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。Ib
id
., p
.4
. 
（
23
）Ib
id
., p
p
.7
-1
6
. 
（
24
）
巻
末
の
作
家
紹
介
の
「
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
」
の
項
で
は
、
彼
が
未
来
派
グ
ル
ー
プ
の
中
で
「
最
も
活
動
的
な
知
性
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
最
も
独
創
的
な
芸
術
家
」
と
さ
れ
て
い
る
。Ib
id
., p
.1
2
6
. 
（
25
）Ib
id
., p
.1
6
. 
（
26
）Jo
sh
u
a C
. T
ay
lo
r, T
h
e g
ra
p
h
ic w
o
rk o
f U
m
b
erto
 B
o
ccio
n
i, N
ew
 Y
o
rk
: T
h
e 
M
u
seu
m
 
o
f 
M
o
d
ern
 
A
rt, 
1
9
6
1
; 
Jo
sh
u
a 
C
. 
T
ay
lo
r, 
F
u
tu
rism
, 
M
u
seu
m
 
o
f 
M
o
d
ern
 A
rt, 1
9
6
1
. 
「
未
来
派
絵
画
宣
言
」
に
署
名
し
た
最
初
の
五
人
を
中
心
と
す
る
「
未
来
派
」
展
の
カ
タ
ロ
グ
に
お
い
て
は
、
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
の
図
版
と
解
説
に
費
や
さ
れ
る
紙
数
が
二
〇
頁
を
超
え
る
の
に
対
し
、
残
り
の
画
家
た
ち
へ
の
そ
れ
は
い
ず
れ
も
一
〇
頁
以
下
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
。 
（
27
）Ib
id
., p
.5
. 
（
28
）Ib
id
., p
p
.1
5
-1
6
. 
（
29
）M
aria D
ru
d
i G
am
b
illo
 e T
eresa F
io
ri (a cu
ra d
i), A
rch
ivi d
el fu
tu
rism
o
, 2
 v
o
l., 
R
o
m
a: D
e L
u
ca, 1
9
5
8
 -1
9
6
2
. 
（
30
）Giu
lio
 C
arlo
 A
rg
an
, “Il p
en
siero
 critico
 d
i A
n
to
n
io
 S
an
t’E
lia”, L
’A
rte, set. 1
9
3
0
, 
p
p
. 4
9
1
-4
9
8
, in
 C
lau
d
io
 G
am
b
a (a cu
ra d
i) , P
ro
m
o
zio
n
e d
elle A
rti, critica
 d
elle 
fo
rm
e, tu
tela
 d
elle o
p
ere: scritti m
ilita
n
ti e ra
ri (1
9
3
0
-1
9
4
2
), M
ilan
o
: M
arin
o
tti, 
2
0
0
9
, p
p
.5
3
-6
3
. 
（
31
）G
am
b
illo
 e F
io
ri, o
p
.cit., v
o
l.1
, p
p
.7
-8
. 
（
32
）
後
に
は
ア
ル
ガ
ン
も
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
共
産
党
を
中
心
と
す
る
革
新
勢
力
の
推
薦
で
政
界
に
登
場
し
、
ロ
ー
マ
市
長
や
上
院
議
員
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
九
三
〇
年
代
後
半
の
時
期
に
お
け
る
彼
は
、
国
民
教
育
相
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ボ
ッ
タ
イ
（
一
八
九
五
―
一
九
五
九
）
の
下
で
官
僚
と
し
て
 - 42 - 
 
文
化
行
政
に
携
わ
り
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
の
崩
壊
期
に
も
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
に
は
参
加
し
て
い
な
い
な
ど
、
こ
の
二
人
の
活
動
と
は
明
白
な
差
異
が
あ
る
。
な
お
な
お
デ
＝
ミ
ケ
ー
リ
に
は
、
『
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
百
科
』
へ
の
「
未
来
派
」
の
記
事
寄
稿
も
あ
る
。M
ario
 D
e M
ich
eli, “F
u
tu
rism
o
”, in
 E
n
ciclo
p
ed
ia
 
d
ell’a
n
tifa
scism
o
 e d
ella
 resisten
za
, v
o
l. 2
, (a cu
ra d
i P
ietro
 S
ecch
ia), M
ilan
o
: 
L
a P
ietra, 1
9
7
1
, p
p
.4
5
6
-4
6
1
. 
（
33
）R
affaele D
e G
rad
a, B
o
ccio
n
i: il m
ito
 d
el m
o
d
ern
o
, M
ilan
o
: E
d
izio
n
i p
er il C
lu
b
 
d
el lib
ro
, 1
9
6
2
. 
後
に
評
伝
部
分
の
み
を
完
全
に
残
し
つ
つ
、
個
々
の
作
品
解
説
を
割
愛
し
、
写
真
図
版
と
資
料
を
差
し
替
え
た
再
編
集
版
と
し
て
、R
affaele D
e 
G
rad
a, B
o
ccio
n
i e l’o
rizzo
n
te fu
tu
rista
, M
ilan
o
 e A
rezzo
: N
u
o
v
e E
d
izio
n
i 
C
u
ltu
rali, 2
0
0
2
も
制
作
さ
れ
て
い
る
。 
（
34
）
こ
の
伝
記
の
初
版
は
、
イ
タ
リ
ア
の
有
力
文
学
賞
で
あ
る
ヴ
ィ
ア
レ
ッ
ジ
ョ
賞
の
学
術
部
門
に
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、
カ
ル
ロ
・
ル
ド
ヴ
ィ
ー
コ
・
ラ
ッ
ギ
ア
ン
テ
ィ
（
一
九
一
〇
―
一
九
八
七
）
の
受
賞
作
（C
arlo
 L
u
d
o
v
ico
 R
ag
g
h
ian
ti, M
o
n
d
ria
n
 
e l'a
rte d
el X
X
 seco
lo
, M
ilan
o
: E
d
izio
n
i d
i C
o
m
u
n
ità, 1
9
6
2
）
と
、
美
術
史
の
書
籍
同
士
で
拮
抗
し
た
と
い
う
。D
e G
rad
a, B
o
ccio
n
i e l’o
rizzo
n
te fu
tu
rista
, p
.2
2
6
. 
（
35
）Ib
id
., p
p
.1
3
-1
4
. 
（
36
）M
ario
 D
e M
ich
eli, L
e a
va
n
g
u
a
rd
ie a
rtistich
e d
el n
o
vecen
to
, F
eltrin
elli, 1
9
8
7
, 
ch
ap
.8
, p
.2
3
3
-2
6
3
. (1
st. ed
., M
ilan
o
: S
ch
w
arz, 1
9
5
9
) 
（
37
）A
n
g
elo
 D
’O
rsi, Il fu
tu
rism
o
 tra
 cu
ltu
ra
 e p
o
litica
: rea
zio
n
e o
 rivo
lu
zio
n
e?
, 
R
o
m
a: S
alern
o
, 2
0
0
9
, p
.3
1
. 
た
だ
し
、
一
九
五
六
年
の
い
わ
ゆ
る
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
」
よ
り
以
前
か
ら
、
こ
う
し
た
共
産
党
界
隈
の
批
評
家
た
ち
の
間
で
、
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
を
含
め
た
前
衛
芸
術
の
諸
潮
流
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
別
個
に
よ
り
慎
重
な
研
究
が
今
後
必
要
で
あ
ろ
う
。 
（
38
）
会
議
録
は“A
v
an
g
u
ard
ia e d
ecad
en
tism
o
: resco
n
to
 d
el d
ib
attito
 ten
u
to
si a R
o
m
a 
p
resso
 lo
 Istitu
to
 G
ram
sci, il 5
-6
 lu
g
lio
 1
9
5
9
”, p
p
.3
-1
0
6
, in
 Il co
n
tem
p
o
ra
n
eo
, 
n
.1
8
-1
9
, o
tt.-n
o
v
., 1
9
5
9
に
収
録
。
デ
＝
ミ
ケ
ー
リ
の
基
調
報
告
はp
p
.3
-2
2
を
参
照
。
報
告
へ
の
賛
否
の
う
ち
、
前
衛
美
術
へ
の
不
信
の
声
と
し
て
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
美
術
研
究
の
大
家
で
あ
っ
た
ラ
ヌ
ッ
チ
ョ
・
ビ
ア
ン
キ
＝
バ
ン
デ
ィ
ネ
ッ
リ
（
一
九
〇
〇
―
一
九
七
五
）
の
発
言
に
顕
著
で
あ
る
。Ib
id
., 4
5
-4
7
. 
（
39
）
カ
ル
ヴ
ェ
ー
ジ
ィ
前
掲
書
、
一
八
頁
。
彼
は
八
〇
年
代
の
『
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
全
作
品
』
に
お
い
て
も
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
や
レ
ー
ニ
ン
の
認
識
論
と
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
の
そ
れ
と
の
対
照
を
試
み
た
一
節
に
よ
っ
て
、
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
の
側
に
芸
術
家
を
引
き
寄
せ
よ
う
と
す
る
主
張
に
反
論
し
て
い
る
。C
o
en
 an
d
 C
alv
esi, o
p
.cit., 
p
p
.7
9
-8
9
. 
た
だ
し
同
書
で
は
、
デ
＝
グ
ラ
ー
ダ
の
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
伝
に
つ
い
て
、
研
究
史
に
対
す
る
「
幾
分
か
の
力
強
い
寄
与
（q
u
alch
e ro
b
u
sto
 co
n
trib
u
to
）
」
を
も
認
め
て
い
る
。Ib
id
., p
p
.1
4
-1
7
. 
（
40
）
一
九
三
〇
年
代
の
イ
タ
リ
ア
の
近
代
建
築
の
支
持
者
は
、
未
来
派
の
外
部
に
お
い
て
、
サ
ン
テ
リ
ア
を
自
国
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
見
な
し
、
す
で
に
「
サ
ン
テ
リ
ア
以
後
」
の
課
題
を
独
自
に
提
起
し
て
い
た
。A
A
.V
V
., D
o
p
o
 
S
a
n
t'E
lia
, M
ilan
o
: D
o
m
u
s, 1
9
3
5
. 
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